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「凱旋のジャマイカ」（1937 年） 
―モダン・パジェントに見る多人種・多民族1 
 
松田 智穂子 
 
０．はじめに 
 
1905 年に英国で復活したパジェントは、その後アメリカ合衆国に伝播し、1930 年代ごろま
で日本、カナダ、南アフリカを含む多様な地域と人種コミュニティで盛んに上演された。これ
らは中世英国で流行したもの2 と区別して3「モダン・パジェント」と呼ばれ4、形式的には地域
コミュニティや国家の記念日に行われる、数百人から数千人、時には一万人を超える地域住民
が参加する大規模な屋外劇・行列のことを指す。多くの場合は一度きりの上演で、地域の歴史
をテーマにして、時代物の衣装などを身に着けた出演者が会場となる公園や空き地、町中を練
り歩くほか、大抵は歌、寸劇、ダンスを伴った5。このようなモダン・パジェントは、英国では
階級間の軋轢の解消に重きが置かれたが、米国では移民融合が重要なテーマとなり、社会や芸
術を改革する運動、そして歴史を描くことで共同体意識の生成と醸成に一役買う運動として発
展していく。 
世界的なモダン・パジェント・ブームの波に乗り、1937 年に上演された「凱旋のジャマイカ
（Jamaica Triumphant）」6 もまた同島において空前の成功を収め、ジャマイカ演劇史上、重要
な里標石となった7。この作品は、同島のローマ・カトリック教会が、教区主幹エメット大司教
（Bishop Emmet）の提案を受けて司教管区設立100周年記念のイベントの一環8 として催し、
米国・ボストンから招聘されたダニエル・ロード神父（Reverend Father Daniel Lord）が脚
本、演出などを担当した。1937 年 1 月 11～14 日の四夜にわたって首都キングストンのウィン
チェスター公園で上演され、参加した作り手は約 400 人、観客は四公演でのべ 20000 人に上っ
たという9。 
「凱旋のジャマイカ」は、英国式ではなく、移民融合を重要な目標とした米国式パジェント
を踏襲しており、そのねらいは人種に起因する社会的・文化的格差を埋めることだったと考え
らえる。本稿では「凱旋のジャマイカ」以前のパジェント作品、とりわけ W.E.B.デュボイス
（W.E.B. Du Bois, 1868-1963）とマーカス・ガーベイ（Marcus Garvey, 1887-1940）という
二人のブラック・ナショナリストによる先行作品と比較し、「凱旋のジャマイカ」が黒人／白人
の別を越えてジャマイカの歴史を描く試みだったこと、ひいては多民族国家ジャマイカのモッ
トーを先取していたことを、現存する記録やあらすじのテキストから明らかにする。 
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１．モダン・パジェント・ブーム 
 
1905 年と翌 1906 年、ルイス・ナポレオン・パーカ （ーLouis Napoleon Parker, 1852-1944）
が英国のシャーボーンとウォリックで 800～900 人が参加した「民衆劇」を上演したことを皮
切りに、モダン・パジェントは、英語という共通語を媒体として米国、カナダ、ジャマイカと
いった英語圏諸地域や日本など世界各地に広がった10。 
吉野亜矢子によれば、モダン・パジェントは「しばしば愛国心、民主主義、そして教育の三
つの理念とのかかわりで語られ」11、極めて近代的かつ高度な政治性を特徴とする12。そのため、
社会と芸術の改善を目指す運動の一部であり13、また共同体の歴史・寓意・物語を描いてみせ
ることで共同体意識、ひいては国家意識の形成と統制を目指す運動でもあった14。上演される
共同体を構成するあらゆる階層の人々を取り込むことを標榜するものの、それらの社会的階級
差を解体するほどラディカルではなく15、また上演の際に国家や時の政府の意向が直接反映さ
れた例もほとんどなかった。 
このようなモダン・パジェントは、アメリカ合衆国では 1908 年に初めてフィラデルフィア
で上演され、翌年までにはニューヨーク、ニューオーリンズ、サンフランシスコを含む多数の
大都市で矢継ぎ早に上演された16。このわずかな間に、米国式は英国式とは異なる新たな特徴
を備えるようになる。つまり、愛国心や道徳美を教え、社会階級差を埋めるために上流知識人
階級によって構想された単なる目新しい媒体ではなく、多民族をひとつの国民として統合する
という一歩進んだ理想を用いて、米国の社会と文化を作り直すための道具
ツ ー ル
にしての役割を期待
されるようになった17。社会的な階級差を扱うのみならず、民族的なルーツの問題をも盛り込
んだ新しい市民アイデンティティを提示することで、地域住民同士の階級的・民族的な差異や
諍いを越えること、あるいはベネディクト・アンダーソン（Benedict Anderson）の概念を借
りれば、移民国家アメリカ合衆国を構成する多様な国民すべてを取り込んだ「想像の共同体」
を創出する一手段としての役割が新たに付与されるようになったのである18。 
 
２．ブラック・ナショナリストたちのパジェント 
 
20 世紀にもっとも活躍したブラック・ナショナリストのひとり、米国の社会学者デュボイス
は、1900 年にロンドンで開催された第一回世界人種会議にて、「20 世紀の問題はカラーライン
［肌の色に基づく境界線］の問題である、すなわち肌の色が濃い人種と白い人種の関係である」19 
と発言した。白人種と、アジア、アフリカ、アメリカおよび海洋諸島地域の有色人種との間に
横たわる格差や不平等の問題に取り組む必要性を指摘したのである。 
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20 世紀の幕開けにこのように力説したデュボイスの慧眼は今日では高く評価されているが、
当時の米国社会において人種問題に対する意識はおおむね低かった。それは様々な人種的・民
族的ルーツを持つ移民社会において合衆国市民としての共通の意識、価値観、教養を強化する
目的で波及したモダン・パジェントの場合も同様だった。英国発のモダン・パジェントが米国
各地で急速に受容された理由を、デイヴィッド・グラスバーグ（David Glassberg）はこう説
明する。 
 
［英国の］パーカーの歴史パジェントは、合衆国の愛国的かつ伝統的な上流階級の知識人、
芸術家、諸団体のメンバーを惹きつけた。なぜなら人々がより芸術的で視覚的示唆に富ん
だ方法で祝日を楽しめるようにしたいという彼らの希望に対して、パジェントならば最大
限応えられるように思えたからだ。パジェントによって、芸術面でのレベルや、適切な価
値観や理想を伝達する上で不可欠なアングロ・アメリカンの歴史の精髄を損なうことなく、
公の関心を誘い出せることが約束されていた20 
 
米国におけるパジェントは、多種多様なルーツから成る地域コミュニティの構成員を多く取り
込むことが常だったが、描かれる歴史や参加者の中心はアングロ・アメリカンをはじめとする
ヨーロッパ系住民だったのである21。 
その一方、黒人、アジア系、ラティーノといった非白人住民の扱いと描写はきわめて杜撰だっ
た。たとえば、アフリカ系の子供たちがネイティブ・アメリカン役を演じる、あるいはミンス
トレル・ショー22 の伝統に則って顔や手を黒く塗った白人が黒人役を演じたケースは枚挙に遑
がない23。その原因のひとつは、各地のパジェント運営委員会やパジェント・マスターたち24 の、
有色人種やその歴史に対する無知・無関心だったという25。開催コミュニティの歴史を描き、
構成員をまんべんなく取り込むという理想を掲げながらも、米国のパジェントでは黒人をはじ
めとする有色人種に対する「カラーライン」が明らかに引かれていたのである。 
1910 年、デュボイスはニューハンプシャー州でのパジェントに観客として参加し、その際に
ステレオタイプ的な黒人登場人物が演じる滑稽なシーンを目にした。それに対して、「全米パ
ジェント協会は、黒人のフォークドラマとしてパジェントを用いる努力に対して、軽蔑しては
いないものの、沈黙を貫いている」26 と苦言を呈している｡社会的構築物としての人種を提唱し、
人種間の格差や不平等の問題に取り組む必要性を生涯訴え続けたデュボイスは、新しい流行り
ものであるモダン・パジェントが白人中心主義的な歴史観に基づいた米国史を提示・再生産し
ていることに危惧を抱いたのだった。 
デュボイス自身、1912 年ごろから黒人の視点から歴史を提示するパジェントの執筆に取り掛
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かり、1913 年に奴隷制廃止 50 周年を祝うニューヨーク奴隷解放エキスポ・コミッションにて、
黒人初にして最大のパジェント「エチオピアの星（The Star of Ethiopia）」を上演した。初演
時の出演者は 1200 人、集結した観客は 12000 人とも 14000 人とも言われ27、再演が稀である
モダン・パジェント作品としては異例なことに、その後も三度上演された28。 
一方、1910～20 年代の米国でもっとも強い社会的影響力を誇る黒人運動を展開したマーカ
ス・ガーベイも、1928 年から 32 年にかけて故郷ジャマイカで少なくとも七本のモダン・パジェ
ントを催している。 
ジャマイカ生まれのガーベイは、1914 年に首都キングストンで UNIA（Universal Negro 
Improvement Association、世界黒人開発協会）を設立し、ヨーロッパの植民地政策からのア
フリカ解放および黒人種の統合と地位向上を強く訴えつつ、政治、社会、経済活動を行った。
UNIA は 1916 年にニューヨーク・ハーレム地区に本部を移し、最盛期には世界 40 か国に 1200
支部を構えるパン・アフリカニズム運動最大の組織へと成長した。しかしながら、代表者であ
るガーベイ自身は、米国の黒人コミュニティへの影響力が強すぎたため、1927 年に国外退去の
憂き目に遭う。ジャマイカに帰郷した後、UNIA の文化活動の一環としてガーベイが制作した
パジェント作品には、最大で 300～400 人のエキストラが参加したとされる29。多くのモダン・
パジェントの例にもれず、ガーベイ作品のテキストも現存しないが、そのタイトル30 からは公
共の場で黒人種の視点から歴史を書き直すことで、黒人種のエンパワメントと統合を促すねら
いがあったことが窺える。 
パジェントが世界的にブームとなった 1900～30 年代、ブラック・ナショナリストたちもま
た、パジェントを通じて、白人中心の歴史から無視されていた黒人の歴史を公共の場で描き直
そうとした。デュボイスとガーベイのパジェントは、人種的誇りを鼓舞し、黒人種のエンパワ
メントに一役買ったという点において「カラーライン」を挟んで築かれた社会的・政治的・文
化的不平等に挑戦する重要な試みである。しかしながら、黒人のみに光を当てている意味にお
いてナショナリズムの悪性面である排他性から逃れていない。裏を返せば黒人、アジア系、ラ
ティーノといった有色人種をないがしろにしていた白人中心のパジェント作品と同様、カラー
ラインを越えて多人種を描くことはできなかった。これに対して、「凱旋のジャマイカ」は、白
人と黒人を含むカラーラインを越えて多人種・多民族を等しく擁するという課題に対して、も
う一歩踏み込んだ成果を残した。 
 
３．1937 年「凱旋のジャマイカ」 
 
本番では、広い公園に階段状の六つの巨大ステージを設え、メインステージには聖堂のドー
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ムを模した大道具が置かれた。その隣にはパノラマの背景を出現させる巨大な背景幕、後ろに
はワレイカの丘陵を臨み、光と影の巧みな演出とあいまって奥行きのある空間を作り出してい
たという31。パジェント・マスターのロード神父32 は「いくつもの場面を重ね合わせる演出方
法」33 をとり、それぞれのステージでは、物語が時間軸に「直線的かつ並行的に」34 展開された。 
「ジャマイカ演劇の父」と呼ばれる演劇人・演劇研究者ウィクリフ・ベネット（Wycliffe 
Bennett）によれば、この作品は「ジャマイカの文化と芸術の成長にエネルギーと潮流をもた
らし、過去三世紀のジャマイカ史に記念碑的概観を与えた」35 のみならず、ジャマイカの人々
にかつてないほど強烈な演劇体験を提供し、のちのジャマイカ演劇の発展の大きな布石となっ
た36。 
このような「凱旋のジャマイカ」の上演理念と目的は、同島の社会と演劇文化を大きく左右
していた人種の問題を取り込んだという点において英国式よりも米国式モダン・パジェントの
特徴を色濃く受け継いでいた。その理由は、まずはパジェント・マスターのロード神父が米国
人だったことや37、当時、ジャマイカは英国領だったが、演劇を含む文化芸術面では地理的に
至近である米国と強い相互影響関係にあったことが挙げられる。しかしながら、もっとも注目
すべきは、米国と同様、ジャマイカも多民族国家として国民の統合と団結を図っていた点であ
る。 
大英帝国の主要植民地として栄えたジャマイカでは、17 世紀以来、高度な演劇文化が育まれ
た。しかしながら、ジャマイカ固有の社会的・歴史的背景から、それらを享受できたのはごく
一部だった38。人口 120 万人のうち、90％以上が黒人系、5％がムラート39 であり、白人系は
わずか 1％にも及ばなかったが40、300 年にわたって英国による植民地支配と苛烈な奴隷制を経
験してきたこの島では、政治的・経済的支配者階級はほぼ白人だった。そのため文化的にも、
少なくとも公にはヨーロッパの文化や文学が「ハイカルチャー」とみなされ、「芝居を観に劇場
に足を運ぶ」という演劇習慣も、長らく白人支配者階級だけに浸透した娯楽だった。また、17
世紀から 1920 年代まで、首都に建つヨーロッパ様式の劇場で上演される作品のほとんどが英
国や米国ブロードウェイからの輸入物であり、ジャマイカ独自の作品や劇団、演劇人が登場し
たのは 1930、40 年代になってからだった。 
「凱旋のジャマイカ」が上演された 1930 年代後半、ジャマイカ演劇界で活躍する黒人演劇
人はまだ数少なく、黒人の観客も毎公演 5 人に満たなかったという41。黒人の観劇は、法律上
は問題なかったが、経済的な理由や、実際問題として劇場はもっぱら白人上流階級の社交場だっ
たことから、黒人などの有色人種が観客として劇場へ赴くことは稀だった。当時、ジャマイカ
の劇場の入り口、さらには演劇界の入り口にもカラーラインが明確に引かれていたのである。 
ベネットは、国民演劇（national theatre）とは「ある特定の時代とその国の特徴をもっとも
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捉えている演劇であり、その形式と内容は国民の生をつかさどる心理的特質から引き出され」42 
なければならないと述べる。つまり、ジャマイカの人々の精神や生活を描き出す作品が作られ、
彼ら自身の手で上演さなければならない。とすれば、国民の 5％未満しか観客としても演劇人
としても参加できない演劇は、ナショナル・シアターの理想からはかけ離れていたといえる。
こうした状況を鑑みれば、1930 年代のジャマイカ演劇の至上命題はカラーラインを取り払い、
とりわけ数の上でのマジョリティである黒人と、権力を握る白人との文化的格差を埋め、社会
を構成する多様な人種の協働を促すことだった。そして「凱旋のジャマイカ」はこの命題に真っ
向から応えたという点において、ジャマイカ演劇史上重要な里標石である。 
 
４．「凱旋のジャマイカ」の歴史観―物語と証言から見る 
 
「凱旋のジャマイカ」の物語には、ジャマイカ社会を構成する白人と黒人、ネイティブ・カ
リビアンがそれぞれ重要性をもって描かれている43。 
作品のムーブメントの中心となるジャマイカ島は「威厳に満ちた高貴なひとりの乙女」44 と
して象徴的に表現される。このように女性がネイションの文化的アイデンティティの要として
表象されることは、モダン・パジェントやその他のナショナリストの文学では定番である。第
一場面ではジャマイカの「最初の子供たち」として、アラワク族とタイノ族といったネイティ
ブ・カリビアンが登場し、続いてコロンブスやスペイン兵の一団、宣教師などのヨーロッパ人
が到来して「新しい子供たち」として迎え入れられる。第四場面ではアフリカから強制移住さ
せられた黒人奴隷たちの過酷な労働に苦しむ様が描かれるが、ついには解放され、自由を称え
て歌い踊る。最終場の第七場面では、とりどりの衣装を身に着けた出演者たちがメインステー
ジとその周りに集まり、壮麗な場面を繰り広げる。クライマックスでは出演者も観客も口々に
「凱旋のジャマイカ！」と叫び、最後に全員でジャマイカ国歌を斉唱する。 
白人、黒人、ネイティブ・カリビアンがジャマイカの「子供たち」として同様に重要性を付
与されているという意味において、ジャマイカの社会と演劇文化における白人中心主義への挑
戦の機運を見出すことは可能だろう。とはいえ、あらすじのテキストを読む限り、デュボイス
以前の米国パジェントと同じく、白人中心主義的な歴史観が基調となっている。 
たとえば、デュボイスのパジェント「エチオピアの星」45 にはアフリカの神シャンゴ、その
娘で主人公のエチオピア、ツタンカーメン王、エチオピアニズム46 によれば、エチオピア帝国
初代皇帝の祖先といわれるソロモン王やシバの女王といった古代アフリカの伝説的な人物たち、
あるいはハイチ革命の指導者トゥサン・ルヴェルチュール（Toussaint Louverture, 1743-1803）
や米国人奴隷廃止論者デイヴィッド・ウォーカー（David Walker, 1796-1830）などハーレム・
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ルネッサンスの詩や小説、戯曲で好んで描かれた黒人英雄たちが次々に登場し、黒人ディアス
ポラの人種的誇りの拠りどころとなるアフリカの偉大なイメージが繰り返される。しかしなが
ら、「凱旋のジャマイカ」に登場する黒人は名もない奴隷たちのみで、奴隷制度下での彼らの苦
しみと解放が描かれる。その一方、南米で黒人救済活動に従事したスペイン人イエズス会士ペ
テル・クラベール（Saint Peter Claver S.J., 1581-1654）や英国議会でジャマイカの奴隷解放
を訴えたウィリアム・ウィルバーフォース（William Wilberforce, 1759-1833）など、ジャマ
イカあるいは黒人の歴史に足跡を残した白人ヨーロッパ人の功績が称えられている。 
デュボイスやガーベイのパジェントがパン・アフリカニズムとネグリチュードに基づいて編
まれているとすれば、「凱旋のジャマイカ」は帝国主義的な植民地観に基づいて物語が展開する。
たとえば、バッカニアと呼ばれる 17 世紀のヨーロッパ人海賊の暴虐（第三場面）や白人プラ
ンテーション主による黒人奴隷への虐待（第四場面）などヨーロッパ人の悪行が糾弾される場
面はあるものの、コロンブス（Columbus, c. 1450-1506）やスペイン人探検者たちなど「新し
い征服者たち」は、ジャマイカにキリスト教をもたらした存在であることが強調される。 
たとえば第一場面では、「ジャマイカの最初の子供たち」と呼ばれるネイティブ・カリビアン
の一団が和やかに歌い踊っているところに、突如コロンブス、兵士たち、剣を携えた将校たち
が登場する。落ち着いて運命を待つジャマイカを除き、ネイティブ・カリビアンたちは新参者
の支配にうろたえる。そこでコロンブスは、フランシスコ修道会士とともに歩み寄り、「コロン
ブスはここに十字架［キリスト教のこと］、キリストとその愛、その掟という知を持って参った」
と口上を述べる47。そして白人、黒人、ネイティブ・カリビアンは一様に、乙女ジャマイカに
「子供たち」として歓迎されるのである。 
「凱旋のジャマイカ」では、ジャマイカの植民地支配、奴隷制度、制度的人種差別を長年行っ
てきたのがヨーロッパ宗主国であったことや、ネイティブ・カリビアンの人口激減の大きな原
因が植民者による虐待だったことは描かれない。帝国主義、植民地主義、奴隷制といった白人
ヨーロッパ人に対する罪の糾弾、あるいは謝罪や償い、和解はなく、キリスト教伝来のみが「新
世界」とヨーロッパとの邂逅の良性面として立ち現れており、あらすじのテキストを見る限り、
白人中心主義的な歴史を問い直す視点は見られない。 
「凱旋のジャマイカ」にみられるこのような白人中心主義的な歴史観の一因は、パジェント・
マスターのロード神父および企画・運営したキリスト教会の上層部の司祭の多くが白人だった
ことに求めることは可能だろう48。いまだ英国領だったジャマイカ島の歴史を公に描くにあた
り、白人寄りのバイアスがかかっていたとしても不自然ではない。 
とはいえ、当時の観客の証言をも紐解けば、本パジェントにおいて黒人系住民が単なる脇役
ではないことは明らかである。たとえば、六つのステージで同時展開される場面の中でも、黒
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人奴隷のシーンは一際目立つよう演出されていたという49。ベネットは、九歳の時に観客として
このパジェントに参加したジャマイカの詩人・哲学者ラルフ・トンプソン（Ralph Thompson）50 
の証言を採用する。トンプソンは、短波ラジオの雑音混じりのくすんだ音やモノクロの想像力
しかなかった自分にとって、ロード神父が指揮するたくさんの出演者や技術者、運営陣が「荘
厳な優美さ（imperial grace）」をもって織りなす「凱旋のジャマイカ」は圧倒的な演劇体験だっ
たと振り返っている51。スペイン兵士たちなどのきらびやかな装束にも息を呑んだが、もっと
も圧巻だったのは黒人奴隷が歌うシーンだったと語る。 
 
だが、一番印象深かったのはジョージ・ボーウェン（George Bowen）が醸し出すペーソ
スだった。彼は鎖に繋がれた名もない奴隷役で、上半身裸で月光を浴びながら、まるでア
フリカそのものから響いてくるような豊かな声で「オール・マン・リバー」52 を歌ってい
た。その瞬間から、私は文字通り演劇に夢中になった53 
 
「凱旋のジャマイカ」に登場するネイティブ・カリビアン、黒人、白人といったジャマイカ社
会を構成する多人種の中でも、上演当時、人口の絶対的多数を占めていた黒人がとりわけ印象
的であるよう演出されていた。 
そもそも、本作品では奴隷の迫害と解放がことさら重要なテーマにとして立ち現れる。プロ
ローグの舞台は古代ローマのカタコンベ54 に設定されており、「歴史（History）」と「年代記
（Chronicle）」という二人の登場人物がこう説明する。 
 
ここはローマ。人々は長らく憎悪と迫害の中に生きている。富める者は貧しき者を迫害し、
奴隷主は所有物たる奴隷に鞭をふるう。万民をその祭壇に集わせ幸多き平和を与えんと願
う神のため、人々は涙し叫びをあげる55。 
 
そこにローマ人奴隷使役者が登場し、奴隷であるキリスト教徒たちを虐待するが、キリスト教
司祭が十字架を大きく振り上げてローマ人たちを退け、打ち負かす。それから出演者全員が聖
歌を歌い、奴隷たちは解放を喜ぶ。 
 カトリック教会が主催した「凱旋のジャマイカ」は、「我々の美しい島ジャマイカの世界で何
世紀にもわたって展開してきたキリスト教の歴史を、広くまた細部まで回顧するスペクタクル」56 
である。そのためジャマイカ島史とともに、キリスト教史上の出来事にも重きが置かれている。
プロローグの場面がローマ時代の初期キリスト教徒の奴隷化と迫害、そして解放に割かれてい
るのは、ジャマイカにおける黒人系住民の歴史的経験と重ね合わせるためであり、これにより
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ジャマイカが奴隷制を乗り越えた社会であることを強調し、その歴史の中心に黒人系住民を位
置づけるためである。このように、あらすじは白人寄りの歴史観に基づいているものの、黒人
系住民の存在感と重要性を公共の場で大々的に示してみせたのである。 
この点において、「凱旋のジャマイカ」は、パジェントおよびジャマイカ演劇史上、前例のな
い作品だった。白人中心主義的な歴史観に基づく物語に収まりきらない黒人系住民の姿を提示
することで、演劇文化の中にジャマイカの人種的多様性を反映させた。本パジェントをもって、
ベネットが述べたところのジャマイカ人による、ジャマイカ人のためのナショナル・シアター
誕生への嚆矢となったのだった。 
 
５．多民族社会のパジェント―参加者の多様性から見る 
 
 あらすじと演出から読み取れる脱白人中心主義の兆しは、パジェント参加者の顔ぶれから一
層明確になるだろう。ロード神父によれば、四夜におよぶ「凱旋のジャマイカ」の上演には、
多種多様な人種的・民族的ルーツをもつ作り手、出演者、観客が参加したという。 
 
［「凱旋のジャマイカ」には］ありとあらゆる国籍、出自のルーツ、肌の色、宗教・社会的
階層の人たちが参加した―イングランド系、アイルランド系、スコットランド系、スペイ
ン系、フランス系、ポルトガル系、中米・南米系。参加者の肌の色は消し炭色から真っ白
まで多岐にわたり、中国系や一、二人の東インド系もいた。 
パジェントの最中、みんな成功させることだけを考えていた。これほどまでにコミュニティ
の精神が研ぎ澄まされ、自己犠牲をも厭わないほど高みにのぼるのを、私はこれまでに感
じたことがない57。 
 
さらにロード神父は「このパジェントの成功によって、「凱旋のジャマイカ」がより一層現実と
なることだけでなく、統合されたジャマイカ（Jamaica United）もが実現することを切に願う」58 
と、上演後に語った。参加者の人種的・民族的多様性をも考え併せれば、この「統合されたジャ
マイカ」というビジョンは、黒人と白人の関係のみならず、ジャマイカ社会を成す多人種・多
民族をも示唆する。 
上演当時のジャマイカは、政治的には英国の植民地支配下にあった。そのため地元の最大手
紙『デイリー・グリナー（The Daily Gleaner）』は、パジェント・マスターを務めた「［米国
人の］ロード神父は大英帝国の片隅にあるこのちっぽけな島を、文化的な意味で助けた」59 と
いう謝辞を掲載している。ロード神父が「真にジャマイカ的思考、ジャマイカ的背景、ジャマ
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イカの才能、ジャマイカの人々、ジャマイカの精神そのものだった」60 と評した。そして毎晩
5000 人にも上った観客は、同島ではかつてない規模の壮大な演劇体験を通じて「ジャマイカ」
の固有性や独自性を称揚するメッセージを受け取ったのである。「凱旋のジャマイカ」は同島独
自の歴史、社会、文化をアピールしており、地理的に遠く隔たった宗主国を戴く大英帝国の一
員としての意識は見られない。 
アンダーソンによれば、早期近代以降、「想像の共同体」としての国民国家はひとつの国民・
ひとつの国家という幻想を被統治者に提示するために多彩な施政・政策を行った。加えて、日
比野啓は、モダン・パジェントもまた、物語を通じて階級や民族統合という理想を提示してみ
せ、時には様々な階級や民族に属する人々の実際の参加を要請することでそれを現実化しよう
としたと述べている61。モダン・パジェントの運動もまた、国家や政府の意向に直接左右され
ることはほとんどなかったものの、大恐慌や資本主義の進展に伴う貧富の差の拡大など、国民
国家というフィクションが内外から揺るがされる危機の時代にあって、国民の分断・分裂を回
避しようとする「下から」の動きの一環に位置づけられる62。このようなパジェントの特性に
照らせば、「凱旋のジャマイカ」は、特定の人種や民族のみのエンパワメントを目指すのではな
く、多人種・多民族から成るコミュニティの結束と自立を文化面から強化しようとした。 
多様な民族的ルーツの参加者を擁することに成功した点において、このパジェントは今日の
ジャマイカ国家のモットーである「多人種・多民族がひとつの国民を成す（Out of Many, One 
People）」の精神を反映していたと、1974 年にベネットは指摘した63。このモットーは、公式
には 1962 年の独立時に初めて国章に刻まれたが、それ以前は 300 年にわたって、「二人のイン
ディアンがひとりの主人に仕える（INDUS UTERQUE SERVIET UNI）」というラテン語の
文言が使われていた64。これはジャマイカの先住民アラワク族とタイノ族がともに植民者に仕
えることを、ひいてはヨーロッパをルーツにもつ白人支配階級に対する有色人種の服従を表し
ていた65。しかしながら、政治的独立を機にモットーも一新され、ジャマイカを構成する多彩
な文化的背景を持つ人種グループの統一が高らかに謳われるようになる。上演前から「国民的
パジェント（national pageant）」と銘打って宣伝された66「凱旋のジャマイカ」もまた、ジャ
マイカは数の上では少数派の支配者階級の白人だけの、あるいは人口的大多数を占める黒人系
住民だけの地ではなく、多様な人種・民族が協働する社会であるというメッセージを公共の場
において強く発したのだった。 
同じく多人種・多民族社会であるアメリカ合衆国の各コミュニティのパジェント作品は、理
想はともかく、実態としては人種的偏向を大きく残していた。しかしながら「凱旋のジャマイ
カ」は、同島固有の社会的、文化的、歴史的状況があいまった結果、全米パジェント協会やブ
ラック・ナショナリストが看過した点を補完し、真にカラーラインを越える一歩を踏み出した
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のである。 
 
６．結びに 
 
ポストコロニアリズム以降の批評眼で見れば、コロンブスやスペイン植民者の到来を好意的
に捉えるなど、「凱旋のジャマイカ」には時代的な限界があったことは否定できない。この意味
で、本作品が提示する脱白人中心主義と多人種・多民族主義の称揚は完璧ではなかった。とは
いえ、このパジェントは、白人と同時に、黒人およびネイティブ・カリビアンといった多人種
を描き、多人種の協働が不可欠な社会であるというメッセージを込めつつジャマイカの歴史を
公共の場で提示してみせた。加えて、参加者の顔ぶれはジャマイカの多人種・多民族社会を反
映していた。 
また、「凱旋のジャマイカ」は大英帝国の一部としてではなく、被支配地域の歴史や多人種と
いったジャマイカ社会の特徴を反映しつつ、演劇文化・芸術面での脱植民地化と「ジャマイカ
らしさ」を追求している。それにより、のちに高らかに表明されるモット 「ーOut of many, one 
people」の精神を先取していた。四半世紀後に実現する政治的独立に先立ち、ジャマイカの文
化的脱植民地化の重要性を公共の場で訴える機会となったのである。 
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